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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ジ
ノ
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含
む
観
光
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
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を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ジ
ノ
を
含
む
観
光
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
本
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
九
月
四
日
か
ら
同
年
十
月
三
日
ま
で
の
間
及
び

同
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
間
、
意
見
公
募
手
続
を
実
施
し
た
上
で
、
国
会
で
の
議
論
、
カ
ジ
ノ

管
理
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
意
見
等
を
踏
ま
え
、
現
在
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
整
備
計
画
（
以
下
「
区
域
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
（
以
下

「
認
定
の
申
請
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
等
（
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
は
、
法
に
基
づ
い
て
認
定
の
申
請
に
向
け
た
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
抜
本
的
な
見
直
し
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
に
お
け
る
特
定
複
合

観
光
施
設
区
域
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
整
備
は
、
我
が
国

に
お
け
る
国
際
会
議
等
の
開
催
を
増
加
さ
せ
、
国
際
会
議
等
に
伴
う
観
光
そ
の
他
の
交
流
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目



 

２ 

 

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
」
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ

る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
観
光
の
経
済
効
果
を
取
り
込
み
、
地
方
創
生
に
資
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
収
束
し
、
国
民
の
不
安
が
払
拭
さ

れ
た
後
に
は
、
反
転
攻
勢
し
、
官
民
を
挙
げ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
予
断
を
持
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

令
和
三
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
日
ま
で
と
し
て
い
る
法
第
九
条
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
の
案
に
つ
い
て

は
、
観
光
庁
が
令
和
元
年
九
月
に
実
施
し
た
「
区
域
整
備
計
画
の
認
定
申
請
に
係
る
意
向
調
査
」
に
お
い
て
「
区
域
整
備
計

画
の
認
定
申
請
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
、
又
は
検
討
し
て
い
る
。
」
と
回
答
し
た
都
道
府
県
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
等
か
ら
当
該
期
間
の
案
を
変
更
し
て
欲
し
い
旨

の
要
望
は
受
け
て
い
な
い
。 

四
の
３
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
か
ら
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
複
合
観
光
施
設
（
以
下
「
特
定

複
合
観
光
施
設
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
基
本
方
針
に
感
染
症
対
策
を
含
め
た
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
政
府
と
し
て
は
、
法
第
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
整
備
計
画
の
認
定
の
審
査
を
行

う
に
当
た
っ
て
は
、
設
置
運
営
事
業
等
（
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
設
置
運
営
事
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
つ
い
て
安
定
的
な
経
営
が
可
能
で
あ
り
、
業
績
が
下
振
れ
し
た
場
合
に
も
適
切
に
対
応
し
、
長
期
的
に
設
置
運
営
事
業
等

を
継
続
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
厳
正
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
自
治
体
が
税
金
を
投
入
し
て
カ
ジ
ノ
事
業
者
を
救
済
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
特
定
複
合
観
光
施
設
は
、
認
定
設
置
運
営
事
業
者
等
（
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
設
置
運
営
事
業
者
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
、
及
び
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
経
営
難
や
赤
字

に
な
っ
た
場
合
」
で
も
、
認
定
設
置
運
営
事
業
者
等
が
自
ら
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

御
指
摘
の
「
感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
の
事
態
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
認
定
都
道
府
県
等
と
認
定
設



 

４ 

 

置
運
営
事
業
者
等
と
が
十
分
に
協
議
し
た
上
で
、
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


